
第１回大分県ジュニアチャレンジカップ（蝶間林杯）
平成２６年３月２２日（土）

大分スポーツ公園だいぎんテニスコート
[１４才以下　女子シングルス] (決勝トーナメント)

(予選リーグ)
A 氏 名
1 木村 寧々 ○ 6 3 ○ 6 0 ○ 6 0 3 0
2 丹野 美里 ● 3 6 ○ 6 0 ○ 6 0 2 1 1 木村
3 田中 里奈 ● 0 6 ● 0 6 ○ 6 0 1 2
4 衛藤 萌 ● 0 6 ● 0 6 ● 0 6 0 3

1 木村
B 氏 名 62
5 佐伯 春菜 ○ 6 0 ○ 6 1 2 0 5
6 児玉 美希 ● 0 6 ○ 6 1 1 1
7 赤木 かりん ● 1 6 ● 1 6 0 2 8 池上

62
C 氏 名
8 池上 祐香 ○ 6 3 ○ 6 4 2 0 8
9 阿部 真愛 ● 3 6 ○ 6 4 1 1
10 長野 未来 ● 4 6 ● 4 6 0 2 1 木村

60
D 氏 名
11 河合 歩 ○ 6 2 ○ 6 0 2 0 11

12 二村 希 ● 2 6 ○ 6 2 1 1
13 田仲 琴羽 ● 0 6 ● 2 6 0 2 11 河合

62
E 氏 名
14 長野 見和 ○ 6 0 ○ 7 6 6 2 0 14

15 渡邉 七海 ● 0 6 ● 0 6 0 2 11 河合
16 山添 千優 ● 6 7 6 ○ 6 0 1 1 76(3)

F 氏 名
17 川野 鈴華 ○ 6 0 ○ 6 2 2 0 17

18 唐木 美侑 ● 0 6 ○ 6 4 1 1
19 河野 海来 ● 2 6 ● 4 6 0 2

(３～４位決定戦)
(①②の敗者)

8

横浜国立大学教育人間科学部名誉教授 

蝶間林利男氏は、デビスカップの元トレーナーとしてご活躍され、

その後、横浜国立大学の教授として教壇に立たれる中、

2008年の大分国体に向けて、ジュニア選手の強化・育成のために、

たびたび大分県のジュニアを指導していただきました。

今回は、大分県のジュニアテニスの普及のために、お力をお借りし、

初めての開催となる、ジュニアチャレンジカップの開催に至りました。

＜著書＞

　 テニスの科学―なぜ、あなたはミスショットするか

僕がテニスで学んだこと―ポジティブ・ライフのためのスポーツ人生論

科学の目で見たテニスレッスン

勝つための硬式テニス ほか　多数

＜ＤＶＤ＞

コーディネーショントレーニング

写真は2012年軽井沢国際テニストーナメントの  IN スポーツ　テニス

65歳以上ダブルスで優勝したときのもの。

2013年も優勝し、3年連続チャンピオンです。

池上

佐伯

池上

川野

長野

河合

1

勝率

勝敗 勝率

蝶間林 利男 氏　紹介

1R SF F
所　属 木村 丹野 田中 衛藤 勝敗 勝率 順位

ロケーション 3.86 1
ベルテックス 2.71 2

ラフ 1.33 3
0.00 4

①
所　属 佐伯 児玉 赤木 勝敗

ベルテックス

勝率 順位
ベルテックス 2.92
臼杵ジュニア 1.46 2
TEAM ORION 0.14 3

2

所　属 池上 阿部 長野 勝敗 順位
ベルテックス 2.63 1
TEAM MATSUDA 1.47

1.50 2

ラフ 0.40 3

所　属 河合 二村 田仲

山添 勝敗 勝率

順位
OPTA-JS 2.86 1

臼杵ジュニア

0.00 3

ベルテックス 0.14 3

所　属 長野 渡邉

所　属 川野 唐木 河野

順位
NTCクラブ 2.68 1

2.86 1
臼杵ジュニア

②
ベルテックス 1.63 2
TEAM ORION

ベルテックス 0.33 3

勝敗 勝率 順位
ベルテックス

8

#

1.38 2

川野
63

池上


